
雄神川流域の自然と環境を護る会規約

（名称）

第 1 条 この会は、「雄神川流域の自然と環境を護る会」（以下、「会」という。）と称する。

（目的）

第 2 条 この会は、名勝道祖渓に端を発する雄神川流域の自然環境を地域住民が協力して

保護・整備するとともに、広く情報発信をする事業を策定実施することによって、

活力のある地域づくりや郷土を思う心などの醸成を目指すことを目的とする。

（事業）

第 3 条 この会は前条の目的を達成するため、以下に掲げる事業を推進する。

（１）「ホタルの郷」の整備とホタルの飼育、保護に関する事業

（２）雄神川の除草や水辺づくりなど、軽度な作業でできる美化に関する事業

（３）雄神川流域の住民の協働による自然保護と交流・親睦を推進する事業

（４）先進地の視察研修と交流、啓発・情報発信など、地域の活性化を図る事業

（５）会の運営、その他目的を達成するために必要と認められる事業

（構成及び役員の選出並びに任期）

第 4 条 この会は、雄神川流域を中心とした地域の自治会関係者や目的に賛同する者、会長

が推薦する委員で構成し、委員の互選により次の役員を選出する。

２（１）会 長 1 名

（２）副 会 長 若干名

（３）常任委員 若干名

（４）会 計 1 名

（５）監 事 2 名

３ 役員及び委員の任期は 2 年（初回は、平成 25 年度終了まで）とする。ただし、再

任は妨げない。

４ 役員が欠けた場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員の職務）

第 5 条 役員の職務は次のとおりとする。

（１） 会長は、会を代表し、会務を総理する。

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。

（３） 常任委員は、会務や事務を執行するための企画及び調整をする。統括する 1



名を事務局長とする。

（４） 会計は、会の経理を処理する。

（５） 監事は、会の事務及び会計を監査する。

（会議及び議決）

第 6 条 会議は、総会及び役員会とする。

２ 会議は、会長が必要と認めたときに招集し議長となる。

３ 総会は、委員全員で構成し、会の運営に関する重要事項を審議し、議決する。

４ 役員会は、第 4 条に掲げる役員で構成し、総会に提出する議案のほか、会の運営

に関する全般的な事項について審議する。ただし、総会を開催するいとまないと

きは、役員会で決することができる。

５ 会議は、出席委員の過半数をもって議決する。

（会計）

第 7 条 会の経費は、補助金その他の収入をもって充てる。

２ 会計年度は、毎年 4 月 1 日に始まり、翌年の 3 月 31 日をもって終了する。

（事務局）

第 8 条 会の事務局は、井原市西江原公民館に置く。

（補則）

第 8 条 この規約に定めるもののほか、会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附則 この規約は、平成 25 年 10 月 15 日から施行する。


